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 3  新図書館システムの選定 
覚書締結を受け、早稲田大学図書館と慶應義塾大学
図書館は共同運用する図書館システムの要件をまとめた
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 5  今後の展望 
早稲田大学図書館と慶應義塾大学メディアセンターは
2017年度中、上記の経緯でシステム選定のフェーズを終
え、新たにシステム移行検討のフェーズに入った。Ex 
Libris社とともにデータの移行の準備を進めつつ、シス
テム変更や早慶の協力拡大に伴って生じるサービスや業
務フローの変更も、同時に検討している。
2017年5月の覚書締結時にその目的として掲げた「シス
テム共同運用による運用の安定化とコスト削減」、「目録
形式の標準化、目録作成のコスト削減」、「早慶間での知
識・経験の共有、人的交流の促進」、そしてそれら3点を
通じた「共同運用による利用者サービス・資料の充実」を
実現することが、今回のシステム共同化の最終的な目的
である。2019年度中の稼働を目指し、2018年度はさらに
歩みを進めていくことになる。
※1… …早稲田大学に関して言えば、2017年度現在、専
任教職員（助教、助手、名誉教授を含む）、大学院
学生、学部学生は、学生証・教職員証・名誉教授証
を提示するだけで、慶應義塾大学の図書館（三田
メディアセンター、日吉メディアセンター、理工
学メディアセンター、信濃町メディアセンター、
湘南藤沢メディアセンター、薬学メディアセン
ター）を利用することができる。さらに、このう
ち専任教職員は、三田メディアセンターで図書利
用券の発行を受けることによって、前述の慶應義
塾大学の図書館の資料を貸出することができる。
※2…  ILL（Interlibrary…Loan）とは、異なる機関の図書館
から図書を取り寄せて、所属図書館内で利用者に
閲覧させるサービスである。また、資料そのもの
ではなく、資料の複写物を取り寄せて利用者に提
供するサービスもILLに含まれ、前者が現物貸借、
後者が文献複写と呼ばれる。早慶の図書館はお互
いに物流の定期便を行き来させ、常時ILLのやり
取りを行っているほか、お互いに学内者料金で
ILLに応じている。
